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通信線と障害物との離隔距離異常検知システムの開発 

 
目  的 

 電力会社では、電力系統を安定かつ効率的に運用するため、制御所と変電所や

発電所等との間に架空通信ケーブル（通信線）を敷設・整備しており、定期的に

保守員が直接目視による巡視点検を行い保安を確保している。 
 今回、通信線の巡視点検作業の効率化をねらいに、通信線と障害物との離隔距

離異常を自動検知するシステムを開発したので報告する。 
 
主な成果 

1. システム概要 

本システムは、MMS（Mobile Mapping System）やカメラで構成するセンサによ

り収集したデータを独自開発したソフトウェアで処理して、離隔距離異常の有

無や異常個所を自動検知するものである。（図 1） 
特に、3次元点群などの大容量データを効率的に処理するために、6つのス

テップに分けて分析・処理して電柱や通信線、障害物を認識して異常判定する

のが特長である。（図 2） 
 

2. フィールド試験による検証 

 国道沿いの通信線を対象に計測したデータの処理を行い、開発したシステム

が有効に機能することを確認した。（図 3） 
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図 1 通信線と障害物との離隔距離異常検知システム 
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図 2 物体認識の処理フロー 
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図 3 離隔距離異常検知結果 
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